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深沢地域整備事業の修正土地利用計画 (素案 )

平成 28年 6月

鎌倉市

一Ｄ



■はじめに

深沢地域整備事業 (以下「本事業」という。)は、平成 22年 9月に策定した土地禾」用計

画 (案)をもとにまちづくりを進めてきましたが、計画策定から既に5年以上経過し社会情

勢が大きく変化していることや、より広く市民意見を反映して欲しいといつた意見を踏まえ、

土地利用計画 (案)の修正を行うこととしました。

これを受け、市民の皆様の参加を得て、ワークシヨツプ形式による「深沢地i或整備事業の

まちづくり意見交換会」を開催し、市民意見の集約を図るとともに、民FB5事業者、学識経験

者ヒアリング、庁内調整等を行い、土地禾」用のゾーニングの修正を進めてきました。

故た、本事業のまちづくりのテーマとしている『ウェルネス』や、土地利用のコンセプ ト

としている『健康生活拠点 深沢』が分かりに<い といつた意見もいただいたことから、こ

れらまちづ<りのテーマ等について、市民の皆様の意見なども踏まえ分かり易く整理し直し、

この修正土地利用計画 (素案)と して取りまとめました。

■まちづくりの理念

平成 24年 3月 に鎌倉市が公表した「鎌倉市将来人□推計調査」では、他の都市と同様、

今後人口が減少し、ますます少子高齢社会が進展することを予想してい意す。

また、地域のコミュニティに目を自けてみると、人長の生活も多様化し、人と地i或 とのつ

ながりの希薄化により地i或全体の活力も/_t下 する傾自にあり、その傾向は今後もますます強

くなつて<るものと考えられます。

深沢のまちづくりでは、単に、他の都市にある施設より大規模な施設をつ<るという視点

ではなく、子どもから高齢者、住民から来訪者、働く人、さらにはこれらの方々と行政が共

に関わり合う良質な生活文イヒとコミュニティを実現すること、また、1主宅、商業施設、オフ

ィスといつた単独の利用 (シ ングルユース)ではな <、 それぞれの施設を複含的に利用 (ミ

クストユース)することにより、人も

まちも共に健康で、持続可能なまちを

つ<り、『地1或で愛され続けるまち』

の構築をめざしていきます。

この深沢地区において、『鎌倉に住

んで良かつた。これからも鎌倉で暮ら

したい。』と感じる住民が増え、まち

への誇り・愛着 (シ ビックプライド)

が醸成される、そんな新しい鎌倉の未

来を倉」造するまちづ<り を、公民が一

体となつて期したいと考えていま Ξ賢宮婁ξ重22?抵誰繁てはぁりません
す。
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